
く す の 木 タ イ ム 学 習 指 導 案 

令和４年１１月３０日（水） 第５校時 第３学年３組（３年３組教室） 指導者       
 

【単 元】オープン！わくわく草木染め工房 

考察   知識及び技能    思考力，判断力，表現力等    学びに向かう力，人間性等  

育成を 
目指す 
資質 
能力 

  ・草木染めやそれに関わる人々の特徴や
それらを得るのに必要な技能 

   ・草木染めやそれに関わる人々の特徴などを関連
付けながら課題を見いだし，関わり方を導き実
践する力 

   ・草木染めやそれに関わる人々と関わる
ことへの思いや願いを高めながら，自
ら探究する態度 

 

          
子どもの

実態 
  ・生活科において，自分の思いや願いの

実現に向けて，ペットボトルキャップ
やゴムなどの身近なものの特徴を得て
いる。 

   ・生活科において，自分の思いや願いの実現に向
けて，ペットボトルキャップやゴムなどの身近
なものの特徴を生かして遊ぶものを作ったり，
遊び方を工夫したりしてきている。 

   ・自分の興味・関心を中心に考えた行動
が多く，他者の役に立つ行動をしてい
きたいという意識は少ない。 

 

          価値   ・「草木染め」は，植物を原料とした染色技法のことである。群馬県は，絹産業が有名であり，その絹を染色する草木染めが地域の伝統的な
産業として存在していた。草木染めは，時間をかけて植物を煮出し，そこから抽出した染液で繊維を染めるものであり，色合いは，植物の
種類や季節によって異なるものとなるが，総じて見る人に優しい印象をもたせるものとなる。しかし，現在は，草木染めではなく，化学染
料で染めた製品が中心となっている。化学染料は，安価ではっきりとした色で染めることができ，大量生産・大量消費の今の時代に合った
ものである。そのような中で，草木染めの魅力を広げるために発信方法を追究していくことは，植物や生地の種類によって色合いを工夫で
きることや伝統を守っていきたいという専門家の思い，専門家が扱わない生地で草木染めを行えることなど，多様な草木染めの魅力を再認
識することにつながる。また，それは，草木染めやそれに関わる人のためだけでなく，伝えられた人のものに対する認識を高めることにつ
ながる。子どもたちは，そのような学習の中で，一つのものを大事に使うことや一つのものを多様な角度から見ることで，様々なよさに気
付けることが分かり，物を大切にして生活していこうとする自己の生き方を見つめ，広げていく。 

 

   ・草木染めをすることについて，専門家
との関わりや試しの体験，魅力を発信
する草木染め体験会の運営，他のグル
ープの友達からの意見を基にすること
で，多様な角度から草木染めやそれに
関わる人々の特徴を得られる。 

   ・植物や生地の違い，絞り方によって，色合いが
多様であったり，草木染めに関わる専門家に繰
り返し相談できたりすることで，自分たちが作
るものを試行錯誤することができる。また，草
木染めのよさに着目しながら発信対象や方法を
検討することで，よりよい関わり方を見いだせ
る。 

   ・自分の思いや願いを基に，学級オリジ
ナルの草木染め作品を作ったり，自分
たちが決めた発信対象や方法としたり
することで，自分たちが草木染めのよ
さを伝えたいという思いをもてる。 

 

          
 

見方・考え方  草木染めやそれに関わる人々に関する広範な事象を多様な角度から俯瞰して捉え，草木染めに関わる課題を探究し，草木染めとの関わり方を
問い続ける。 

 

今後の学習  ４年「笑いで幸せ運び隊」において，人を笑わせて楽しませるという，人と関わる学習へと発展していく。 

 



指導と評価の計画（全７０時間）

単元 オープン！わくわく草木染め工房 ※草木染めと竹細工について

目標 地域の伝統文化に関わる草木染め（竹細工）について調べ，草木染め（竹細工）をし，地域の人と関わりながら，それらの特徴を発信することを通して，地域の草木染め（竹細
工）の仕方や地域の草木染め（竹細工）に関わる人々の思いの生かし方について考え，草木染め（竹細工）に込められた思いや，草木染め（竹細工）の価値を多様な角度から考え
ることの大切さを自覚し，自己の生き方を見つめ広げていく。

評価 (①知 ・ 技)草木染め（竹細工）の見た目，込められている思い，歴史，自分たちが作った草木染め（竹細工）の特徴を理解している。
規準 草木染め（竹細工）やそれに関わる人々の特徴の比較・分類をする思考ツールを使ったり，自他の考えを整理したりして，関わり方に生かしている。

(②思・判・表)草木染め（竹細工）やそれに関わる人々についての課題を設定し，必要な情報を収集したり，試行錯誤したりして，関わり方を導き，実践している。
(③主体的態度)草木染め（竹細工）やそれに関わる人々への関心を高め，取組への思いや自信をもち，ものの価値を多様な角度から見直そうとしている。

過程 時間 学習活動 指導上の留意点 評価項目＜評価方法（観点）＞※太字は記録に残す評価

で ２ 〇学級目標や過年度の取組やくすの木タイムの手引きを ○過年度の取組から探究のよさを想像できるように，過年度 ◇「おもしろそう」「地域のことを知れる」など，
あ 基に，関わる対象を選択する視点について話し合う。 のくすの木タイムでの具体的な活動とその時の成果が分か 過年度の取組に対する思いを記述したり，発言
う る振り返りシートや写真を提示する。 したりしている。 ＜ノート・発言③＞

４ ○草木染めと竹細工を候補として挙げ，選択する方法 ○草木染めや竹細工などの子どもたちの身近にある手作り ◇関わりたい対象を自分なりに決め，その理由と
を話し合ったり，それらについて情報収集したり， できそうなものの中から関わりたい対象を自分なりに選 して，「おもしろそう」「地域のことを知れる」
収集した情報を整理分析したりする。 択し，おもしろそうだなという思いをもてるように，実 などの視点で記述したり，発言したりしている。

・家庭に草木染めと竹細工に関わる作品の有無や草木 物や資料を用意し，実際に見たり，使ったり，調べたり ＜ノート・発言②＞
染めと竹細工に関わる話を聞く する機会を設定する。

・インターネットや本などの資料を見る

６ 〇草木染めと竹細工の専門家から対象の特徴や抱える 〇関わりたい対象の特徴や抱える問題，実現可能性などを ◇関わりたい対象の特徴を自分なりに記述してい
問題などを聞き，試しのものづくりをし，収集した 明確にすることができるように，情報を整理することがで る。 ＜ノート①②③＞
情報を整理分析する。 きるマトリクス表を用意する。

３ 〇整理分析した情報を基に，関わりたい対象とその理 〇関わる対象の竹細工・草木染めの特徴を基に，決められ ◇選択する視点に照らして，対象を決めた根拠を
由を話し合い，関わっていく対象を決める。 るように，話し合った特徴の候補の中から選択する際の 複数記述したり発言したりしている。

学習のめあて 視点「実現可能性」「自分たちらしさ」を提示する。 ＜ノート・発言②＞
草木染め工房を開いて，草木染めのよさを伝えよう

か １ 〇専門家の草木染めと試しの草木染めを比べた感想や疑 ○専門家の草木染めとの違いを明確にすることができるよう ◇専門家の草木染めからわかる特徴を複数記述し
か 問を話し合い，課題をつかむ。 に，専門家の草木染めと試しに作った草木染めを比べる機 たり発言したりしている。
わ 課題 会を設定する。 ＜学習プリント・発言①＞
る 草木染めのよさが伝わる附属小草木染めハンカチ

を作るには，どうしたらよいのだろう

１ 〇課題を解決した状態について話し合う。 ○目指す草木染めの状態を具体的に想定できるように，評価 ◇目指す草木染めの状態をイメージしながら，「見
者を設定し，評価の視点として，草木染めの特徴を整理す た目」「使い心地」について記述したり発言した
る「見た目」「使い心地」等の視点を提示する。 りしている。 ＜ノート・行動①＞

２ 〇グループで計画書を作る。 ○工夫の仕方の見通しをもてるように，複数の生地，専門家 ◇作りたい草木染めをイメージしながら，計画書を
の草木染めを提示する。 かいたり，生地を選んだり，実物を触ったりして

いる。 ＜ノート・行動①＞

２ 〇グループで草木染めハンカチを作る。（１回目） ○作り方の見通しをもてるように，各グループで決めた計画 ◇計画書に合わせて，草木染めを作っている。
書を用意する。 ＜学習プリント③＞

１ 〇オリジナルの草木染めに合うハンカチの生地を自分な ○草木染めをしたそれぞれの生地に対する自分の考えをまと ◇ハンカチを見て，自分なりの考えを記述してい
りに決める。 められるように，マトリクス表を用意する。 る。 ＜学習プリント①＞

１ 〇作った草木染めハンカチの「色の染まり方」や「使 ○草木染めのよさが伝わる生地を見付けられるように，課題 ◇専門家の話や試しの草木染め等で得た情報を基
い心地」を基に，今後使用する生地について話し合 を解決した状態の具体図と子どもの考えを整理するマトリ に，「色の染まり方」「使い心地」「自分たちらし
う。 クス表を用意する。 さ」を視点に記述したり発言したりしている。

＜ノート・発言①②③＞



２ 〇同じ植物で試したいグループで草木染めハンカチを作 ○作り方の見通しをもてるように，作り方の計画を提示する。 ◇計画に合わせて，草木染めを作っている。
る。（２回目） ＜学習プリント③＞

１ 〇作った草木染めハンカチの「染まった色」や「色の ○草木染めの感想を基に，草木染めのよさが伝わる植物を見 ◇作った草木染めのよさや問題点を，友達や自分
染まり方」を基に，今後使用する植物について話し 付けられるように，課題を解決した状態の具体図とグルー たちの取組を根拠に発言したり記述したりして
合う。 プの子どもの考えを整理するマトリクス表を用意する。 いる。 ＜学習プリント，発言②＞

課外 〇他のグループやクラスの子どもに草木染めハンカチを
見たり，使ってもらったりし，感想をもらう。

３ 〇他のグループやクラスの子どもからもらった感想を基 ○今までの体験を踏まえて計画を立てられるように，１回目 ◇根拠をもって草木染めの計画書を作り直してい
に改善策を考え，草木染めハンカチを作る。（３回目） と２回目の結果の一覧を提示する。 る。 ＜学習プリント②＞

課外 〇専門家に草木染めハンカチを使ってもらい，感想をも
らう。

２ ○専門家に草木染めハンカチを使ってもらった感想を ○今までの追究の成果を実感できるように，作った草木染 ◇これまでの追究の成果を複数記述している。
基に成果を話し合う。 めと専門家からの感想を提示する。 ＜学習プリント②＞

２ 〇草木染めハンカチについて，今までの活動の成果を振 ○人の役に立つものを作りたいという思いをもち，これか ◇草木染めハンカチを作る目的と相手について，
り返り，これからしていきたいことを話し合う。 らの活動に見通しをもてるように，課題を解決した状態の 気付きや疑問点から記述したり発言したりして

具体図を提示する。 いる。 ＜ノート・発言③＞

３ 〇専門家の話や自分たちの草木染めハンカチへの評価， ○草木染めの特徴を発信する目的と相手を明確にできるよう ◇今までの学習を基に，草木染めを知らない人に
草木染めの認知度調査を基に，感想や疑問を話し合い， に，専門家から聞いたことを振り返る際に「認知度調査で 草木染めの特徴を伝えたいという思いを記述し
課題をつかむ。 意外だったこと」の視点を提示する。 ている。 ＜ノート①②③＞

課題
草木染めを知らない人に草木染めのよさをもっと

知ってもらうには，どうしたらよいのだろう

１ 〇課題を解決した状態について話し合う。 ○目指す草木染めのよさをもっと知った状態を想定できるよ ◇目指す草木染めのよさをもっと知った状態をイメ
うに，評価の視点として，「伝えた後に言ってもらいたい ージしながら，「伝えた後に言ってもらいたい言
言葉・感想」の視点を提示する。 葉・感想」について記述したり発言したりしてい

る。 ＜ノート・行動①＞

３ 〇草木染めハンカチの発信対象として，自分たちと関わ ○草木染めの発信対象の特徴について自分の考えをもてるよ ◇草木染めハンカチの発信対象の特徴を記述して
りのある他者「高学年の子ども」「低学年の子ども」 うに，「草木染めのよさを伝えた後の影響」を視点として いる。 ＜学習プリント①＞
「保護者」などの候補から話し合って決める。 提示する。

１ 〇草木染めの特徴を広めるための発信方法として，「ポ 〇発信されたときの対象の立場になって伝わる情報を考える ◇それぞれの発信方法を試し，特徴や感想を記述し
スター」と「草木染め体験会」，「プレゼント」など ことができるように，試しの活動を行う。 ている。 ＜ノート・行動①＞
の候補から情報収集をする。

１ 〇草木染めの特徴を広めるための発信方法についての自 ○草木染めの発信方法のよさについて自分の考えをもてるよ ◇根拠を明確にして，よりよい発信方法について
分なりの考えをもつ。 うに，「伝わる草木染めのよさ」を視点として提示する。 記述したり発言したりしている。

＜学習プリント・発言②＞

２ 〇草木染めの特徴を広めるための方法を話し合って決め ○草木染めの発信方法のよさをより多面的にできるように， ◇専門家の話や草木染めをするなどして得た草木
る。（本時は１／２時間目） 草木染めのよさをまとめられるマトリクス表を用意する。 染めのよさや試しに行った活動を基に，草木染

めのよさや課題を解決した状態に照らして，そ
れぞれの発信方法のよさを記述したり発言した
りしている。 ＜学習プリント・発言②＞

１２ 〇資料にまとめる内容を分担して詳しく調べ，「草木染 ○伝えたい内容や草木染めに適した方法を決められるよう ◇伝えたい内容に適した絵や図，写真などを用い
め体験会」の準備をする。 に，「草木染めの方法」，「草木染めの歴史」，「草木染めの て，発表資料や場を作っている。

製品」などの視点を提示する。 ＜制作物①②③＞

６ 〇「草木染め体験会」を行い，草木染めを知らない人（附 ○草木染めの様々な特徴を発信することができるように，草 ◇草木染めを知らない人に草木染めの特徴を伝え
属小学校の６年生）に草木染めの特徴や草木染めの歴 木染めのグループごとにブースを設置する。 たいという思いを記述している。
史などを伝えたり，実際に染めてもらったりする。 ＜発表・行動①②③＞



３ 〇作った草木染めの作品と「草木染め体験会」の感想を ○「草木染め体験会」の成果を実感できるように，課題を解 ◇自分たちの草木染めや草木染め体験会の成果を
集計し，成果を話し合う。 決した状態の具体図と感想を集計するシートを用意する。 記述したり発言したりしている。

＜ノート・発言①②③＞

・ま ５ 〇１年間の取組の成果を基に，実社会へ貢献することと ○ものの価値を多面的に見つめることの大切さについての ◇高まった生活を豊かにするものに対する概念的
いと 探究的に学ぶことの価値について話し合う。 概念的な理解や自分の生き方の変化を実感できるように， な理解や変化した自己の生き方への思いを記述
かめ 試しの草木染めや，今までの追究のノートや学習プリント している。 ＜ノート①②③＞
する を見返す機会を設定する。



本時の学習（４３／７０時間目） 
  

ね ら い 草木染めのよさが伝わる発信方法について，草木染めのよさや課題を解決した状態に照らして話し合う活動を通して，「草木染めのよさ」「自
分たちの草木染めのよさ」などの多様な角度から自分たちの草木染めに合う発信方法のよさを得る。 

 評価項目 専門家の話や草木染めをするなどして得た草木染めのよさや試しの発信方法を基に，草木染めのよさや課題を解決した状態に照らして，それ
ぞれの発信方法のよさを記述したり発言したりしている。                             ＜ノート・発言②＞ 

学習活動と子どもの意識 指導上の留意点 

１ 本時のめあてをつかむ。 ○自分とグループの友達の選んだ発信方法が異なることに気付けるよう
に，学級全体の子どもが選んだ発信方法を共有する。 

〇友達が選んだ発信方法のよさを聞いて，より草木染めのよさを伝えるこ
とができる発信方法を見いだすという見通しをもてるように，それぞれ
の発信方法のよさの理解度を問いかける。 

 ・ぼくは，ポスターがいいと思ったよ。でも，多くの友達は，体験会がよ
いと思ったんだな。どの発信方法がよいのかな。 

 

・他の発信方法のよいところは考えられていないな。他の発信方法のよ
いところも含めて，自分の考えをもっとよくしたいな。 （問題意識） 

 
 
 
２ 自分たちの発信方法について話し合う。 

・草木染めのよさを高学年の人に伝えられるといいな。そうでないと，草
木染めの文化が広められないし，専門家の人のためにならないからね。 

・選んだ発信方法で，草木染めのよさが伝わって，高学年の人たちに「自
分たちだけのものができる」と言ってもらえるといいな。 

・ぼくはポスターだけど，他の人は違うな。この後，クラスで発信方法を
決めたいから，草木染めのよさが多く伝わる発信方法がいいのかな。 

・体験会は，「身近な植物でできる」など実際にやって分かってもらえる
な。プレゼントは，「模様や色の違い」など実際に見られるね。 

・ポスターにすれば，「一枚一枚の色合いが違うこと」など草木染めのよ
さをたくさん伝えられるし，何回も見られるね。ただ，友達が言う体験
会は，実際に作るから「専門家が扱う絹以外の布でもできること」など
を作りながら，わかってもらえるね。 

 

・色々な発信方法のよさは見付けられたな。みんなと話していると，体
験会にしたら，「草木染めって，身近にある植物でできるんだね」と
言ってくれそうだな。私たちが作ってきた草木染めのよさもよく伝え
ることができそうだな。         （問題を解決した意識） 

〇発信方法を決める基準を学級全体で明確にできるように，決める際に大
切にしたいことを問いかける。 

〇グループでよりよい発信方法について話し合うことができるように，草
木染めのよさと課題を解決した状態の具体図が書かれた紙を配付する。 

〇学級全体で発信方法を一つにするという意識をもてるよう，グループで
一番ふさわしい発信方法を問いかける。 

〇それぞれの発信方法のよさを明確にすることができるように，前時に記
述したそれぞれの発信方法のよさをグループでマトリクス表にまとめる
よう促す。 

〇それぞれの発信方法によさがあることに気付けるように，自分の決めた
発信方法とその根拠を発表するよう促す。 

〇多様な角度から発信方法を決める根拠を見いだせるように，根拠と課題
を解決した状態の具体図とを照らし合わせ，自分たちが考えた発信方法
で草木染めのよさを伝えることの可否に着目して考えるよう促す。 

 

 

３ 本時の学習の振り返りをする。 
 ・ぼくは，友達と発信方法のよさを伝え合って，草木染めのよさが伝わり

やすそうな，体験会にしたいなと思ったよ。次は，他のグループの考え
も合わせて，よりよい発信方法を決めていきたいな。 

 

○本時の学習の成果を実感できるように，振り返りシートに選んだ発信方
法とその理由を記述し，同じグループの友達と見合うよう促す。 

〇今後の追究への意欲を高められるように，次時の方向性が決められたこ
とを称賛する。 

 

めあて：色々な発信方法のよさを見付け，自分の考えをよりよいものにしよう 


